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【 手 続 補 正 書 】
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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 方 向 に 連 続 し て 配 置 さ れ る 複 数 の 放 電 セ ル を 横 断 す る よ う に 、 前 記 第 １ の 方 向 に
延 長 し て 設 け ら れ る 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 電 極 を 覆 う 誘 電 体 層 と を 有 す る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 具 備
す る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 誘 電 体 層 は 、 少 な く も 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 間 の 放 電 ギ ャ ッ プ 領 域 の 厚 さ が 、
他 の 部 分 よ り も 薄 く さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 誘 電 体 層 は 、 前 記 放 電 ギ ャ ッ プ 、 お よ び 前 記 放 電 ギ ャ ッ プ に 連 続 す る 前 記 第 １ お よ
び 第 ２ の 電 極 部 分 の 領 域 の 厚 さ が 、 他 の 部 分 よ り も 薄 く さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 に 併 設 し て 設 け ら れ 、 電 極 間 の 間 隔 が 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の
電 極 間 の 間 隔 よ り 広 い 第 ３ お よ び 第 ４ の 電 極 を 有 し 、
　 前 記 誘 電 体 層 は 、 前 記 第 ３ お よ び 第 ４ の 電 極 部 分 領 域 を 除 い て 、 そ の 厚 さ が 他 の 部 分 よ
り も 薄 く さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 １ の 方 向 に 連 続 し て 配 置 さ れ る 複 数 の 放 電 セ ル を 横 断 す る よ う に 、 前 記 第 １ の 方 向 に
延 長 し て 設 け ら れ る 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 電 極 を 覆 う 誘 電 体 層 と を 有 す る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 具 備
す る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 誘 電 体 層 は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 間 の 放 電 ギ ャ ッ プ 部 領 域 の 厚 さ が 、 他 の 部



分 よ り も 薄 い 凹 部 を 有 し 、
　 前 記 凹 部 は 、 少 な く と も 前 記 放 電 ギ ャ ッ プ 領 域 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る プ ラ ズ マ
デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 凹 部 は 、 前 記 放 電 ギ ャ ッ プ 、 お よ び 前 記 放 電 ギ ャ ッ プ に 連 続 す る 前 記 第 １ お よ び 第
２ の 電 極 部 分 領 域 に わ た っ て 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ
ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 に 併 設 し て 設 け ら れ 、 電 極 間 隔 が 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極
の 電 極 間 よ り 広 い 第 ３ お よ び 第 ４ の 電 極 を 有 し 、
　 前 記 凹 部 は 、 前 記 第 ３ お よ び 第 ４ の 電 極 部 分 領 域 を 除 い て 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ４ に 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ３ お よ び 第 ４ の 電 極 部 分 領 域 を 除 い て 、 プ ラ ズ マ が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ６ に 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 誘 電 体 層 の 厚 さ の 最 大 値 を （ Ｄ １ １ ） 、 前 記 誘 電 体 層 の 厚 さ の 最 小 値 を （ Ｄ １ ２ ）
と す る と き 、 Ｄ １ ２ ≧ Ｄ １ １ ／ ３ を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ６ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 誘 電 体 層 を 覆 う 保 護 層 を 、 さ ら に 有 し 、
　 前 記 保 護 層 は 、 前 記 誘 電 体 層 の 厚 さ の 薄 い 領 域 の 厚 さ が 、 他 の 部 分 よ り も 厚 く さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ
イ 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 保 護 層 の 厚 さ の 最 大 値 を （ Ｄ １ ３ ） 、 前 記 保 護 層 の 厚 さ の 最 小 値 を （ Ｄ １ ４ ） と す
る と き 、 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載
の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 の 少 な く と も 一 方 は 、 前 記 放 電 ギ ャ ッ プ 側 に 突 出 す る 突 起 部
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の プ ラ ズ マ デ
ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 は 、 前 記 放 電 ギ ャ ッ プ 側 に 突 出 す る 突 起 部 を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 電 極 の 突 出 部 と 、 前 記 第 ２ の 電 極 の 突 出 部 と が 互 い に 対 向 す る 辺 の 長 さ が 、
０ ． ０ ３ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置
。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 は 、 前 記 放 電 ギ ャ ッ プ 側 に 突 出 す る 突 起 部 を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 電 極 の 突 出 部 第 １ の 方 向 の 長 さ と 、 前 記 第 ２ の 電 極 の 突 出 部 の 第 １ の 方 向 の
長 さ と が 、 互 い に 異 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ ま た は 請 求 項 １ ２ に 記 載 の プ ラ ズ マ
デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 　 前 記 第 １ の 電 極 の 突 出 部 の 第 １ の 方 向 の 長 さ が 、 前 記 第 ２ の 電 極 の 突 出 部 の 第 １ の 方
向 の 長 さ よ り 長 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 は 、 前 記 放 電 ギ ャ ッ プ 側 に 突 出 す る 突 起 部 を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 電 極 の 突 出 部 の 第 １ の 方 向 の 長 さ 、 お よ び 前 記 第 ２ の 電 極 の 突 出 部 の 第 １ の
方 向 の 長 さ が 、 前 記 第 １ の 方 向 と 直 交 す る 第 ２ 方 向 に 沿 っ て 変 化 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ １ に 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
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【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ な い し 請 求 項 １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 を 使 用 す
る こ と を 特 徴 と す る 画 像 表 示 シ ス テ ム 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 　 ［ 実 施 の 形 態 ４ ］
　 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の Ｐ Ｄ Ｐ の １ 個 の 放 電 セ
ル の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 １ ０ （ Ａ ） は 、 図 ２ の 中 の 矢 印 Ｄ ３ の 方 向 か ら 見 た Ｘ 電 極 ２ ２ － １ 、 Ｙ 電 極 ２ ３ － １
、 Ｘ バ ス 電 極 ２ ４ － １ お よ び Ｙ バ ス 電 極 ２ ５ － １ の 形 状 を 示 す 上 面 図 で あ り 、 図 １ ０ （ Ｂ
） は 、 図 ２ の 中 の 矢 印 Ｄ ２ の 方 向 か ら 見 た 断 面 図 で あ る 。
　 な お 、 図 １ で は 、 前 面 基 板 ２ １ お よ び 背 面 基 板 ２ ８ は 省 略 し て あ る 。
　 本 実 施 の 形 態 は 、 誘 電 体 層 ２ ６ の 凹 部 ３ ６ を 、 放 電 ギ ャ ッ プ か ら 不 透 明 な Ｘ バ ス 電 極 ２
４ － １ お よ び Ｙ バ ス 電 極 ２ ５ － １ に 重 な ら な い 程 度 ま で 拡 大 し た こ と が 特 徴 で あ る 。
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 の 製 造 プ ロ セ ス は 前 記 実 施 の 形 態 １ と 同 様 で あ る 。
　 こ の よ う に 、 誘 電 体 層 ２ ６ の 厚 み を 薄 く す る 部 分 を 、 Ｘ バ ス 電 極 ２ ４ － １ お よ び Ｙ バ ス
電 極 ２ ５ － １ 近 傍 ま で 広 げ て 、 Ｘ 電 極 ２ ２ － １ と Ｙ 電 極 ２ ３ － １ と の 間 に 適 当 な 逆 の 電 圧
を 印 加 す る と 、 図 １ ０ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 放 電 空 間 ３ ３ で 放 電 が 起 こ る 。
　 こ こ で 、 徐 々 に 、 Ｘ 電 極 ２ ２ － １ と Ｙ 電 極 ２ ３ － １ と に 印 加 す る 電 圧 を 下 げ て い く と 、
適 当 な 電 圧 以 下 の 条 件 で 、 図 １ ０ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 誘 電 体 層 ２ ６ の 厚 み を 薄 く し た 領
域 の み 放 電 を 限 定 さ せ る こ と が で き る 。
　 こ れ は 、 放 電 で 発 生 し た 紫 外 線 に よ り 励 起 さ れ た 蛍 光 体 の 可 視 発 光 の 分 布 を 見 る こ と で
確 認 で き る 。
　 即 ち 、 紫 外 線 か ら 発 生 す る 可 視 光 が 、 誘 電 体 層 ２ ６ の 厚 さ が 薄 い 領 域 に 限 定 さ れ 、 Ｘ バ
ス 電 極 ２ ４ － １ お よ び Ｙ バ ス 電 極 ２ ５ － １ で 遮 光 さ れ て 損 失 と な る 可 視 光 を 大 幅 に 減 ら す
こ と が で き る の で 、 放 電 で 発 生 し た 紫 外 線 に よ り 励 起 さ れ た 蛍 光 体 の 可 視 発 光 の 、 Ｘ バ ス
電 極 ２ ４ － １ お よ び Ｙ バ ス 電 極 ２ ５ － １ で の 損 失 を 低 減 す る こ と が で き る 。
　 具 体 的 に は 、 誘 電 体 層 ２ ６ を 、 放 電 ギ ャ ッ プ か ら Ｘ バ ス 電 極 ２ ４ － １ お よ び Ｙ バ ス 電 極
２ ５ － １ 近 傍 ま で ２ ５ μ ｍ と 薄 く し て 、 他 の 部 分 を ５ ０ μ ｍ と す る と 、 Ｘ バ ス 電 極 ２ ４ －
１ お よ び Ｙ バ ス 電 極 ２ ５ － １ に 遮 光 率 を ９ ０ ％ 低 減 で き 、 パ ネ ル 発 光 効 率 を ４ ０ ％ 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 誘 電 体 層 ２ ６ の 厚 さ が 薄 い 部 分 を 、 各 放 電 セ ル 毎 に 分 離 す る
こ と に よ り 、 各 放 電 セ ル の を 低 減 す る こ と も で き る 。
　 ま た 、 誘 電 体 層 ２ ６ の 厚 さ の 変 化 が 小 さ い 場 合 に は 、 前 記 誘 電 体 層 ２ ６ の 厚 さ が 薄 い 部
分 を 隔 壁 ３ １ を 介 す る 隣 接 セ ル と 連 結 す る こ と も 可 能 で あ り 、 ク ロ ス ト ー ク が 若 干 増 加 す
る が 、 本 実 施 の 形 態 に 近 い 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 本 発 明 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 を 画 像 表 示 シ ス テ ム に 用 い る こ と に よ り 、 高 輝 度 、
低 消 費 電 力 、 安 定 画 質 の 画 像 表 示 シ ス テ ム を 実 現 で き る 。
　 な お 、 画 像 表 示 シ ス テ ム と は 、 あ ら ゆ る 種 類 の 情 報 処 理 手 段 と デ ィ ス プ レ イ 装 置 を 結 合
し た シ ス テ ム の こ と で あ る 。
　 以 上 、 本 発 明 者 に よ っ て な さ れ た 発 明 を 、 前 記 実 施 の 形 態 に 基 づ き 具 体 的 に 説 明 し た が
、 本 発 明 は 、 前 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お
い て 種 々 変 更 可 能 で あ る こ と は 勿 論 で あ る 。
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